
 

 

 

★参議院議員選挙 候補者への公開質問状！！ 
7 月 11 日（日）に参議院選挙が行われることとなりました。ＷＷでは候補者へ 

公開質問状を送るべく準備をすすめています。結果は“会報速報”として後日 

皆様にお知らせする予定です。 

 

   ★例会：「ＩＬＯ勉強会」 

講師：牛久保 秀樹弁護士（ILO 条約の批准をすすめる会代表） 

 ♀日時 7 月 4 日（日） 13：30～16：30 

 ♀場所 ウインク愛知（旧中小企業センター）小会議室 1206 
名古屋駅下車徒歩５分 

    ♀参加費 ＷＷ会員無料 会員以外 500 円 
 

 ＩＬＯ条約 188 条約のうち、日本が批准しているのは 48 のみです。条約批准をどう 

推し進めていくのか、直面している問題の解決のために ILO をどう役立てていくのか 

牛久保弁護士にお話をうかがいます。       
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5 月例会   

 

ｾﾐﾅｰ「生物多様性と女性」  

講師 冨田 孝子さん（WW 会員） 

 

 近頃の「女性と貧困」という議論で「女性の労働は

女性だから安くてよい。ただでよいとされてきた。そ

れは、家事労働が無償なのと同根だ。」との指摘を

再び耳にするようになった。 

この社会は、稼ぎ手たる男性を基幹労働者として、

妻である女性に家事や子育てをタダでやらせる家

族を基盤とし、女性の労働は家計補助だから低賃

金であり、景気調節弁として扱ってきた。女性による

賃労働も、家事労働も両方、「タダ」として扱って経

済を成立させてきたということである。 

しかし、「タダ」と扱われてきたのは女性労働だけ

ではない。 

自然や環境も無償なものとして扱われてきた。自

然資源を利用しても、空気や水を汚染してもその費

用を勘定に入れず経済を成立させてきたのと同じ

構造だ。（外部不経済という） 

今年、名古屋で生物多様性条約（CBD）第 10 回

締約国会議（COP10）が開催される。実は 2 年前に

開催された第 9 回の会議（COP9）では、女性たちか

ら女性と生物多様性に関する声明が出されている。

今日はこの声明の紹介を核にフェミニズムと環境に

ついて考えてみたい。 

 

１：生物多様性条約とその目的  

生物多様性条約では 

①生物多様性の保全 

②生物資源の持続可能な利用 

③遺伝資源から生ずる利益の衡平で公正な配分  

―――――というのを目的としている。 

 

生物多様性は三つのレベルで考えられる。 

例えば、同じアサリでもそれぞれ異なった遺伝子

を持っている（遺伝子の多様性）。そして海の中に

はサンゴもいれば共生するクマノミもいる（種の多様

性）。そして、熱帯の海もあれば氷った海もある（生

態系の多様性）。   

地球上には、様々な生態系があり、であるからこ

れに応じて様々な種類の生物がいる、そして同じ種

類でも一個体一個体は異なった遺伝子をもっている。

そういう多様性があるから、全体として驚くべき柔軟

性を持った自然界が成立しているのである。すなわ

ち、多様な生き物が支えあって自然界を形成してい

ることを意味する。 

そして、この生物多様性が危機的状況にある。絶

滅する生物種の数が幾何級数的に増えている。 

しかし、生物多様性をこれからも損なわれないよ

うに持続可能なやり方で利用していく必要がある。

人類は、食はモチロン、医薬品や、日用品、建築材

料や環境問題まであらゆる面で生物多様性の恩恵

を受けて暮らしてきたし、未知の恩恵は無尽蔵であ

る。だから、人類が生き延びるために生物多様性が

失われてしまわないように維持することは非常に重

要だとわかってきたのだ。 

  

そこで③遺伝資源の利用についてである。 

簡単に説明すると、豊かな生態系や遺伝資源は、

主として途上国にあるが、開発による自然破壊のせ

いで、危機に瀕している。バランス良く利用していか

ないと人類全体の存続に関わることになる。 

先進国にとっては、途上国の自然資源を保全し、

利用の権利をどのように確保していくかは重要な資

源戦略であり外交課題なのだ。そして、条約では保

全の義務は資源を保有する途上国にあるとなって

いるので、途上国側にとっては、先進国が途上国の

自然資源を勝手に利用して、それによる利益も独り

占めし、しかも保全をせよといわれるのはたまらな

い。--遺伝資源を利用したい先進国の権利と、遺伝

資源を持っている途上国の権利の対立なのであ

る。 

例えば、ニームという木は、インドでは永らく薬用、

殺虫剤、化粧品、歯磨きにまで使われて来た。欧米

の文化からは無視されてきた伝統的な知識である。

しかし、自然志向の潮流などで、この植物の有用性

が注目され、米国や日本企業が成分と伝統的な薬

用法を利用して、薬品などを作り利益を上げる。し

かし、この資源やその伝統的な知識を利用したにも

関わらず、利益は原産国や地域住民に還元されな

い。また植物は価格の上昇で住民の手に入りにくく

なり、企業は製法で特許を取得し、インドでの伝統

的な製造方法にすら行えなくなるケースもあったと

いう。 

 

また、農作物の例では、原産国の農民が改良を

重ね栽培してきた土地に合った多様な品種が、先

進国による開発（例えばアジアの緑の革命）によっ

て、「高収量の品種（しかも単一栽培）」に変えられ

てしまう。すると、一時的には高収量が得られても、

灌漑による塩害や、農薬・肥料の多用によって土地

が疲弊して、その被害を農民が一方的に蒙ることに

なる。そればかりでなく、多国籍企業による改良品

種の「種（タネ）」は、企業による特許権がつくので、

農民はそれを購入しなければいけないし、場合によ

っては特定の肥料や農薬までセットで買わなくては

いけない。 

途上国の農民が自ら生みだした種子まで特許権
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が波及して、自由に使えなくなってしまう事態まで懸

念されるのである。COP９の「声明」のなかで「種子

（タネ）」の問題が重く扱われているのはこのあたり

に起源がある。 

 こうした、遺伝資源に対する略奪的な行為をバイ

オパイラシー（BP）という。 

そもそもは、この BP による被害を激化・顕在化さ

せる動きが1980年代に起こった。国際的な製薬・農

業ビジネスの利益を護るために、生物特許を含む

知的所有権がグローバル化したのだ（TRIPS 協定

（知的所有権の貿易関連の側面に関する協定））。

途上国は単に資源を奪われるだけでなく、知的所

有権の名の下に種子や農法、軽工業の権利まで奪

われてしまったわけだ。だから、先進国は、途上国

による遺伝資源に関する利益配分の主張を、

TRIPS に対抗した動きと見ている。 

こうした流れで、遺伝資源へのアクセスと利益配

分に関する国際的なルールを定めようという動きと

なったが、先進国と途上国の対立は激しい。COP１

０での議論も難航が予想される。 

この過程では、先進国、多国籍企業、途上国政

府、途上国企業、農民、そして女性・・それぞれの間

に対立が起きている。 

ここで、環境問題が起きたときの原則といわれる

ものを紹介しよう。環境を破壊したのは誰で、その

利益を受けているのは誰で、その被害をこうむって

いるのは誰かを見てみようということだ。環境破壊

による被害は関係するものに「不平等」に配分され

ており、自然に近いところで暮らしているものほど負

担が大きい。貧困の拡大につながるのである。 

 

２：なぜ生物多様性と女性なのか？  

さて、生物多様性条約では、次のように序文で女

性の役割の重要性や意志決定過程への参加が詠

われている。 

締約国は、「生物の多様性の保全及び持続可能

な利用において女性が不可欠の役割を果たすこと

を認識し、また、生物の多様性の保全のための政

策の決定及び実施のすべての段階における女性の

完全な参加が必要であることを確認すること（序文

13）」 

 

また、締約各国は生物多様性国家戦略実行計画

を作ることになっているが、多くの国がこの計画の

策定のためのジェンダー戦略を提示している。

IUCN(国際自然保護連盟)は、各国の計画について

資料をまとめているが、その要点を示すと、 

・途上国では伝統農業の大半が女性に担われてお

り、地域の生態系や伝統的農法について知識が

あるのは男性より女性だ。だから、有効に自然を

利用していく上では、彼女らの伝統的知識が必須

だ。 

・特に田舎の女性は、生物多様性に貢献しているだ

けでなく、多様性をおおいに利用している。即ち、

つよく依存して生活している。にもかかわらず、資

源の管理からは排除されている。 

・男性が政治等を担う国が多い。女性がもっと政治

社会的意思決定過程に加わるべきだ。 

・女性による天然資源の活用のなかには、生物多

様性を脅かすようになった例もある。即ち、現状に

関する教育が充分でないと女性による農業が持続

可能なものでなくなり、資源の劣化を早めることも

あり、そして、資源の劣化がまた、女性の生活を困

窮させる。 

 

以上をまとめると、途上国の女性は生物多様性保

全の鍵を握っており、その役割が見直されるべきで

ある一方、資源をめぐる対立や、生物多様性の喪

失などによる被害を末端で厳しく蒙るのも途上国の

女性ということになる。 

それが、「女性と生物多様性」という切り口の出て

来る理由だ。 

貧困と環境のつながり、さらに女性の貧困と環境

問題という視点は広まっている。昨年の世界人口白

書のテーマは「気候変動と女性」であり、「気候変動

による影響は男女の不平等を拡大させる」とされて

いる。それは、女性が実際に農業などに従事してい

るうえ、自己決定権が奪われているために、気候変

動の影響を受けやすいという考え方である。 

 

３：生物多様性条約第 9 回締約国会議(COP9)にお

ける女性コーカス（課題別部会）代表者からの声明

文---内容と説明（抄） 

 

非民主主義的な社会構造と開発モデルは、女

性を尊重してこなかった。 

女性と同様に、生物多様性も脅かされている。

女性が行うことは軽視され続けてきた。 

家父長制的は、生物多様性に関する女性の役

割を侮り、評価しない。 

女性は母や祖母から引き継いだ叡智があり、

民営化や独占、拝金的なモデルに抵抗する。 

私たちは次のように宣言する。 

*生命体を単なる化学物質とみなし単なる天然

資源や経済資源に貶めることに反対。 

*生命に対する特許権の設定、バイオパイラシ

ー、文化に対する侵害に反対。 

*遺伝子組み換に反対。（GMO 樹木も） 

*気候変動の解決策としての、工業的農産物

（バイオ）燃料や核エネルギーに反対。 
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自身の種子を維持し分かち合う権利、そして入

手した種子を自由に利用できる権利を要求す

る。 

生物多様性政策における女性の完全参加と利

益配分を望む。土地の権利、財産権は、全て

の女性に対して与えられるべき。 

生物多様性条約に基づくジェンダー行動計画、

ｼﾞｪﾝﾀﾞｰﾒｲﾝｽﾄﾘｰﾐﾝｸﾞを求める。 

多様性、尊厳、文化の独自性そして生命の尊

重を基本とした持続可能な経済を最優先とす

る。 

 

私は、「生命体を単なる自然資源や経済資源に貶

めるのに反対」という主張に感銘した。植物や動物

は単に人類のために存在している資源ではないと

いうのである。 

途上国の女性が、生物多様性保全に重要な役割

を持つと同時に喪失の被害を大きく受けていること

——実はそれは、単に現れた現象や結果ではない。

自然や女性を搾取する、現在の産業社会のシステ

ムのありかたそのものが、それをもたらしているとい

うことだ。 

「女性と生物多様性」はというテーマは、「自然」と

「女性」を搾取する近代産業社会の本質を批判する

ところにあり、この宣言はそこまで言及したといえる

のではないかと思う。 

 

４：フェミニズムとエコロジー 

―女性と自然を搾取するものは同根― 

フェミニズムとエコロジーがこの点で結びつくと考

えるのがエコフェミニズムである。 

男性中心西欧中心の資本主義が、自然、第三世

界、女性を外部とみなして搾取しているという見方

であり、そうした外部の搾取なしに成立しない資本

主義への異議申し立てである 

問題は、「一元的価値（モノカルチャー）」「共存で

はなく支配の原理」そして「中心による外部の搾取」

にある。 

男性中心西欧中心の資本主義的価値は一元的

で多様性を認めない。自然は外部であり対象である

ため、それ自身では何も生まない、人によって生産

されたものに価値があると考える。ここで人＝西欧

の男性（成人の）であるため、女性や第三世界は自

然の側に置かれる。女性のなすこと、作り出すもの

はそれ自身では価値がない。先住民族の作り出す

もの、住んでいるところも同様にないものとみなされ

る。 

そして、その原理は共存ではなく支配である。自然

は支配すべきもので、女性、第三世界も同じだ。西

欧の技術が自然を征服する技術であるとして、自然

と共存しようとする東洋の技術と対比して考察され

る例は多い。また、効率的な単一種栽培、農薬・化

学肥料、さらに、F1 品種や農薬と GMO 作物の組み

合わせなどもあげられ、これらにより農民をアグリビ

ジネスにしばりつけており、伝統的知識・技術は技

術として認めないのだ。 

 

エコフェミニズムは、生命維持の経済（サブシステ

ンス）を提案する。これは、一言で言えば生きるため

の経済ということで、自分たちの生命維持に関わる

ことに、自分たちが決定権を持てるようにしたい、基

本的に必要な「もの」に関して市場経済だけに振り

回されず、頼らないでよいようにしたいパースペクテ

ィブである。反対に現代は、サブシステンスな価値

が低められており、例えば労働は市場での労働の

みに価値・生きがいがあり、貨幣によって購入・消

費することが充実である。また、これをさらに発展さ

せた考えとしてアースデモクラシーが提案されてい

る。 

 

さて、こうした、エコフェミニズムに対して、私たち

の立ち位置はどうなっているのだろうか。次の二点

を考えてみたい。 

○近代合理主義に依拠するフェミニズム 

  --差別を温存する保守主義に対して基本的に合

理性で勝負する--- 

例えば同一価値労働同一賃金とは、職務評価とい

う客観性・合理性を導入することによって、非合理

に大きすぎる格差を縮めようという戦術である。そ

れはおおいに有効性があるが、①客観的とは言っ

てもあくまで一元的な価値のものさしによって、②価

値の高い労働と低い労働を序列付けることだ。また、

③自らの労働を切り刻んで価値付けをすることであ

り、労働の全体性に目が向けられない。「働けるだ

け働いて必要なだけ取る」とは違うのである。 

そこで、例えば、職務評価に感情労働とか多様な価

値観を組み入れ価値の体系を変えていくという方向

性とか、評価結果の格差を最小化するなど、さらな

る方向性が必要なのではないか。 

○市場社会で経済的自立を目指すﾌｪﾐﾆｽﾞﾑ 

また、今、賃金労働に参加すること自体、（消費

社会で生活することもだが）市場に支配されること

だ。そこで「サブシステンスな経済・労働（生きるため

の労働）」への道をどう考えるのか。---これについ

ては、マリア・ミースらが来日した折の上野千鶴子さ

んらとの議論にもなった。しかし、現実社会での優

位性、発言権、など経済自立の必要性は譲れない

し、市場労働への女性の参加も評価せざるをえな

いが。。。 
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それでは、生物多様性条約や女性コーカスでの

宣言文をどう読むかというところに移ろう。 

地球温暖化等の環境問題により地球の有限性が

明らかになり産業社会の原理が破綻しているという

共通認識が世界にできてきた。また、生物遺伝資源

の重要性、伝統的知識の重要性が判明してきて、し

かも担い手が女性だというのだ。 

そこで、まず、気になるのは「女性の担ってきた役

割・伝統的知識」をどう評価するのかということであ

る。女性が、無視され、搾取されてきたのは事実だ

が、女性の担ってきた役割をどうするのか？実際に、

伝統的知識をどのように「保護」していくのか？これ

は、女性の知識に限らず先住民などのマイノリティ

でも同じだ。 

フェミニズムは性役割解消戦略を取っている。そ

して、現実的な女性差別の解消を図る上で、市場労

働への参加は避けられない方向性だ。さらに、あら

ゆる意思決定過程への女性の参加もうたわれてい

るのだ。しかし、先の提案は女性を伝統的役割に閉

じ込めはしないのか？また、そうした知識や伝統自

体が「経済的価値」としてしか評価できない。金儲け

の対象になることをどうするのか。 

 また、現実に苦しんでいるのも女性たちだというこ

とをわすれてはいけない。 

ともあれ、方向性は、一元的価値を排し、多様性

に生きることだと思っている。また、つくづく多様な存

在を受け入れることの重要性に気づいている。 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

＊エコフェミニズム（私訳）、COP9 宣言文、IUCN のパ

ンフ、国連人口白書などを下記ブログで紹介 

http://ecofe.cocolog-nifty.com/blog/ 

 

♀♀♀ディスカッション♀♀♀ 
■女性が担ってきた伝統的役割について 

・この宣言のなかでは肯定的だが、役割の固定化

につながり、賛同できない。金にならない家族を支

える労働を担わされてきた。大切かもしれないが

何故女性がやらねばならないのか。 

・女性の役割例えば食の知恵。目立たないところで

命の大事なところを担ってきた。担わされてきたの

だけれども、大きな内容があった 

・強いられてきたとしても、それは救われなくてはい

けない。価値として評価され報われるべきだ。例え

ば伝統的な役割が低賃金ではいけないという提起

をすべきだ。救えるのは近代合理主義だ。⇔近代

的価値による評価でなく、価値を無化する方向性

が必要なのでは？ 

・まず途上国の遺伝資源の不利益を是正し、途上

国内での不公平な配分を合理主義で救う。 

 

■近代合理主義に関連して 

・エコフェミニズムの考えはプロセスが欠落し、短絡

的なである。現代フェミニズムは近代合理主義を

土台にしており、これがなければ男女平等は進ん

でいけない。「男性・企業戦士と同じではない」市

場労働への参加は、以前から言われてきた。市場

労働は大枠で肯定して中身をそうではないものに

していくべき。 

・宣言は、女性性を固定化しており、実感・同感がで

きない。私はこの宣言で女性を代表したとはいって

ほしくない。 

・社会に女性が進出し経済的自立を果たすのがよ

いと思ってきたし、今もそうだが、別の形の自立が

あるのではと思い始めている。例えば、ベーシック

インカム。労働を売ることが生活の基盤であるべき

と考えるのか、誰にでもあるべき生活の権利を基

盤と考えるか。 

→整理すると、 

 

◎女性の担って（強いられて）きた役割の内容

の重要性を見直すこと。 

◎重要であるならば、きちんと評価する仕組み

を考えること。 

◎重要であるならば男女両方でこれを担って

いくこと。【←強調する必要あり】 

 

・宣言文のうち、「女性のため」とされている権利

は本来「人間のため」である。これを 2010 年の

今、どう表現すべきか考えたい。 

・「女性と生物多様性」は近代産業社会へのア

ンチという点で結びつくのかも。でも、それは過

去へ戻るのではなく、次へ続くものでなくては。
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例会： 韓国のドキュメンタリー映画 『外泊』 上映会報告 

 

 

■多くの参加者で 

 

さる４月１６日 19時～20時 30 分、金山の東海ジェンダー研究所で、ドキュメンタリー映画『外泊』

（09／韓国／キム・ミレ監督）の上映会を開催しました。参加者は34名。映画の上映会はひさしぶり

だったのですが、やはり劇場ではなかなか見られない映画（もちろん WW と活動と関連のある作品

です）の上映をすると、普段ワーキングウーマンの会に参加する人とは違った方たちの参加がある

ようです。上映前に、この映画を『山形国際ドキュメンタリー映画祭』で観て、監督のインタビューを

した、ワーキングウーマン事務局員の高野による簡単な内容説明をいたしました。 

 

■『外泊』の内容 

 

・ 映画の背景になっているのは、1997 年の韓国通貨危機以降、急激に進んで 

いる非正規労働者の増加 

・ 非正規労働者は現在全労働者の 52％を越え、賃金は正規労働者の 60％前後 

・ この非正規労働者を「救う」ために、政府は「非正規労働者保護法」（雇用期間が 2 年を超える

労働者は正規雇用しなくてはならない）を成立させ 

07 年 6 月 30 日より施行しようとした 

・ それを先取りした大手スーパーチェーン「ホームエバー社」は該当する 340 名のパート女性全

員を、施行前日に解雇した 

・ それに反対した労働者はストライキを実施、店内に泊り込んだ女性の多くは、結婚後初めて

「外泊」をした 

・ 韓国では、まだ女性に対しての儒教規範による縛りが厳しく、家庭を持っていたら、いくら 

いていても家事育児はきちんとやらなくてはならず、「外泊などとんでもない」という夫も少 

くない。その中での戦いだった 

・  ストライキは 500日続いたが、結局指導者の解雇を受け入れることで 180人 の原職復帰を勝

ち取った  

・  この映画を撮ったキム・ミレ監督（女性）は、スト突入前から連絡を受け、「これはどうしても記録

として残さなくてはならない」と思い撮影した  

   

■上映後のトークと感想 

 

 上映後には、09 年 10 月にアジア太平洋労働者連帯会議（APWSL）の交流で 

韓国・ソウルを訪問し、実際にこの『外泊』に登場した女性労働者やキム・ミレ監督と交流してきた

坂喜代子さんの体験を聞きました。坂さんは「非正規社員から正社員になった人たちも、自分たち

の問題として一緒に戦ったことが感動的」と語りました。その後の質疑も短い時間の割に活発でし

た。こうした上映会をまた実現したいものだと思っています。（高野） 

 

 

 



 

                               2 

ドキュメンタリー映画「外泊」が語るもの 
大橋路代 

『外泊』は 友人に誘われて観ました。彼女によれば、山形国際ドキュメンタリー映画祭で印

象に残った作品で「是非観てほしい」と推奨されたのです。 

「外泊」という言葉のイメージは、”ピクニック”と同じ。日常から離れて、なんだか浮き

浮きするような・・・ 違った自分になれるような・・・ 冒険を含んでとても魅力的な雰

囲気を感じます。しかし「外泊」は、そんな甘さを払拭し、日常にしっかり根付いた目線で

戦う女性を描いた作品でした。 

 タイトルの副題「07 年６月 23 日～08 年 11 月 13 日まで 510 日間ストライキの記

録」の通り、2000 人の非正規労働者を抱える大型スーパーでのストライキの記録です。

1997 年の経済危機でＩＭＦ（国際通貨基金）指導の下、労働環境の転換が計られ、ゆるや

かな働き方（非正規）がどんどん増え、会社側は 07 年 7 月 1 日、「非正規労働者保護法」

施行を見越してそれ以前での非正規労働者を解雇を決定それに抵抗した女性労働者のストラ

イキを、女性監督キム・ミレさんが密着して撮っています。                                            

占拠した店のレジ周辺で寝泊まりする彼女たちにストライキの悲壮感はなく、歌ったり踊

ったりして気持ちを高め合っていました。屈託なく実にあっけらかんとしてリズムに乗る姿

に、お祭りのような大らかさを感じたのですが、胸をつかれたのは、「家の中に自分の時間が

なく、働いている時だけが自分に戻れる」「私も自分の収入がほしい」といった言葉でした。 

 儒教の教えが濃い社会では、主婦が外泊するなど考えられないことなんでしょうね。こと

もあろうにストライキのために家を空けることは、離婚を頭においての行動だったのでしょ

う。映画では淡々と、離婚された女性も夫の反対にあってストライキから離れていった女性

もいたと語られます。 

 そんな中でも、すでに時代は大きく動き始め、働くことの醍醐味と自分であることの大切

さを知ってしまった女性たちは、夫にも左右されずにストライキのために外泊するまでにな

ったのでした。個別のストライキの結果がどうであれ、私は韓国の女性の大きなうねりを感

じました。 

 翻って私たち。05 年 5 月に韓国に行った時、女性労働組合の役員さんに「日本の派遣労

働の悪い見本が韓国に入ってきている。皆さんが日本で頑張って欲しい」と言われ、恥ずか

しい思いをしたことを思い出します。５年たった今、状況はひどくなる一方。閉塞感ばかり

が先行してしまって、日本の労働者にはストライキをする発想は更に感じられなくなってい

るのが寂しいです。 

 映画を観て、ほとばしるエネルギーに励まされました。その熱気に見倣って、この国でな

にがしかしていけるようになりたいものだと強く思いましたよ。ありがとう！ 
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CEDAW に対するロビー活動報告 

                 主催：WW  企画：女性ユニオン名古屋 

 

■始めに 

去る５月１５日、元岡谷鋼機男女賃金差別裁判原告である藤澤真砂子さんからお話をうかがい

ました。 

 藤澤さんは、裁判が終わってからも、女性ユニオン名古屋やWWNなどで活躍しておられ、昨年の

７月にはニューヨークの国連で行われた CEDAW の日本審査を見守るために２４団体、８４名ととも

にロビー活動に参加されました。 

 お話の始めに、藤澤さん持参の「世界中のひまわり姫へ」という絵本の読み合わせをしました。こ

れは、「女性差別撤廃条約」名訳コンクールで入賞した作品を絵本にしたもので、子ども向けに条

約がわかりやすく書いてありました。これを頭に入れて、セミナー開始です。 

 

■CEDAW とは 

 女性差別撤廃委員会（Committee on the Elimination of Discrimination against Women ） 

は、1979年に採択された女性差別撤廃条約を批准した各国が条約の趣旨を実現するよう働きかけ

る国連の機関です。 

 具体的な活動は、①政府報告書の審査、最終見解（勧告とも呼ばれる）採択②一般的勧告の策

定③個人通報の審査、です。 

① の政府報告書は条約締結後１年以内に、以後は４年に１回、条約の実施状況を 

CEDAW に報告することになっています。日本は 2008 年１１月に質問票を出され、2009 年３月に回

答書を提出しました。そしてその審査が７月行なわれたわけです。SWDAW の総括所見は同年８月

に発表され、マスコミで報道されました。 

 

■ロビー活動とは 

日本女性は、今回 JNNC というネットワークをつくり、今までバラバラに提出していたレポート（日

本政府に働きかけてほしい内容）をまとめて提出しました。 

WWN のレポートは①男女雇用機会均等法の指針の「雇用管理区分」削除②間接差別禁止を国内

法に明記③男女同一価値労働同一報酬原則を規定するための法改正④選択議定書の早期批准、

という４項目の提案でした。 

そして当日、WWNは、審査傍聴、ランチタイムの国連前での英文ビラまき、現地NHKに取材依頼

（BS で報道された）と活躍し、帰国してからは政府機関への交渉と続けています。 

 

■議論したこと 

 藤澤さんの、わかりやすく、熱いお話のあと、WWN 提案の４項目について、選択議定書の批准を

しない理由は国内司法との矛盾の問題があるなど活発な意見交換がありました。同一価値労働同

一報酬の法制化をするには労基法第４条の改正が適切かどうかも議論しましたが、WW として今後

つめていきたいと思いました。（O）  
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ワーキング・ウーマンの提言 

昨年よりＷＷは「同一価値労働同一賃金導入」「男性の育児休職取得」について政府に対して「質

問主意書」をだす活動をしてきました。が、民主党が与党になったため「ワーキングウーマンの提

言」という形で 1.雇用における均等待遇の実現 2.ワークシェアリング導入の２点の提言をしまし

た。 

 

正規社員の男女賃金格差は 2004 年 67.6→08 年 67.8 と縮まっていない。女性労働者の

４割はパート労働者で、その賃金は男性正規社員比 08 年48.5 に過ぎない。パートや派遣、

契約労働など女性の非正規雇用が急増し、女性労働者の 43.7％が貧困ラインと言われる年

収 200 万円以下である。非正規、正規の格差是正。一人が自立して生活していける賃金を

保障し、男女平等の社会を作るために提言をする。 

１ 雇用における均等待遇の実現 

① 労働基準法第４条 

労働基準法第 4 条を根拠に日本政府は ILO100 号条約（同一価値労働同一報酬）の批准をし

たが、条文には明記してない。したがって条文に「同一価値労働同一賃金（報酬）」を明記する

よう改正を要求する。 

② 男女雇用機会均等法 

  2007 年に施行された再改正男女雇用機会均等法は間接差別を禁止したが、省令により間接差

別を３つしか認めていない。省令による限定をやめるべきである。また、指針により差別禁止

は同一の雇用管理区分内となっている。指針の雇用管理区分をなくすべきである。 

③ パートタイム労働法  

  2008 年施行の改正パート労働法は、３つの要件を満たすパート労働者の差別を禁止したが、こ

れは配転や転勤、残業の有無を格差の合理的理由とするもので、間接差別である。この要件

はなくすべきである。 

④ 労働者派遣法 

労働者派遣法の施行は派遣労働者保護の観点から速やかに実施されるべきであるとともに、下

記の項目について是正すべきである。 

① いわゆる「専門」２６業務については見直しが必要。 
② 登録型派遣の禁止について、例外を認めてはならない。 
③ 製造業派遣の禁止について、「常用雇用」に例外を認めてはならない。 
④ 日雇派遣の禁止について、例外を認めてはならない。 
⑤ 事前面接（派遣先による特定行為）は禁止すべきである。 
⑥ 均等待遇には法的義務を課すことが必要。 
⑦ 派遣先の直接雇用みなし規定の要件、その効果については限定しない。 
⑧ 派遣先の団体交渉応諾義務を規定すべきである。 
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⑨ 施行期日が 5 年後となっているが、期日を短縮すべきである。 
２ ワークシェアリングの導入 

完全雇用の実現と、ワークライフバランスの実現のために、ワークシェアリングを導入することを要

求する。 

具体的には、パートタイム労働とフルタイム労働の平等原則と労働者の請求によるパートタイムと

フルタイムの転換制度を導入することを要求する。 

【参考】オランダの労働時間調整法は，従業員が使用者に対して労働時間数の調整（増加・短縮）を請求することを
認めている。要件・手続きとしては，同一の企業に１年以上勤続している労働者は，使用者に対して，少なくとも４ヶ

月前までに，書面で，労働時間数変更の要求をする（変更開始の期日，合計労働時間数，労働時間の配分方法を

明記する必要があるが，理由を明示する必要はない）。変更される労働時間数に制限はないが，法定労働時間数

や協約に定める労働時間数を超えることはできない。労働者側の請求に対して，使用者側が，変更予定日の１ヶ月

前までに書面で，労働時間数変更に関する決定を回答しない場合には，労働者の請求どおりに，労働時間数が変

更される。労働者の労働時間数調整（増減）要求に対して，使用者は，決定を下すまえに，労働者と協議しなければ

ならない。使用者は，この要求に対して，厳格な企業経営上の理由からのみ，その請求を拒否できるにすぎない。

具体的には，使用者が労働時間数短縮請求を拒否できるのは，①代替要員の確保が困難な場合，②安全性に問

題を生じる場合，③勤務時間割り振り制度に重要な問題を引き起こす場合である。他方，労働時間数延長請求を拒

否するためには，①定員上の問題がある場合，②十分な業務量がない場合，③予算上の問題がある場合とされて

いる。 

３ 労働審判所申し立ての適用範囲の拡大 

現在は、いじめや嫌がらせに関する会社の労働環境配慮義務を問う場合や、賃金を不当に差別さ

れているなどと主張する場合は、審判になじまないと判断されて労働審判制度を利用できないが、

利用の拡大を要求する。 

 

 

■■2009 年度会計報告■■ 

2010 年度会費納入をお願いします。 

 

会費を納入されますと、2000 フェミが 

付与されます。 

キャリアバンキングで活用していただく 

こともできますし、年末パーティ時には 

2000 フェミを 2000 円として使用でき、 

パーティ参加費の一部として使うことが 

できます。 

 

キャリアバンキングに使うことができる 

フェミ手帳をお持ちでないかたは、連絡 

いただければ郵送いたします。 
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レイバー・ノーツ 2010大会に参加して 

女性ユニオン名古屋 

坂 喜代子 

 

 

4月25日から3日間デトロイトで開かれ

る全米労働者大会に参加した。(HP 参考) 

目的は、オバマ政権になってからのアメ

リカの労働運動の変化とマイケルムーア

の映画キャピタリズムでみたデトロイトの

様子を自分の目で確認することだった。 

今回の大会の参加国は、22 カ国述べ

1,200 人の大集会となり約 100 のワークシ

ョップが準備されていた。参加国は、アル

ゼンチン・バングラティシュ・ブラジル・カナ

ダ・中国・韓国・コロンビア・サルバドール・

フランス・ドイツ・ハイチ・ホンジュラス・イラ

ク・日本・メキシコ・パキスタン・パレスティ

ナ・南アフリカ・ベネズエラ・フィリピンとい

った開催国のアメリカを入れると 22 カ国、

開発・発展途上国といった国の参加が目

立った。 

2006 年の大会以来、4 年ぶり 2 回目の

参加であったが大会そのものが、より発展

していることを知ることができた。世界を一

つにするグローバル化の流れ加速し、資

本主義の持つ経済的なメカニズムが世界

同時不況を引き起こし、地球規模で格差・

貧困を生み出されている現状報告がなさ

れた。 

2006 年の大会メッセージは「連帯を下

から築く」というものであったが、今回のメ

ッセージは、「資本との対決」つまり、低コ

ストの労働力を求めて世界を渡り歩くよう

に資本に対して「労働者よ立ち上がれ!! 

闘い続けることでしか労働者の権利を守

ることは出来ない。連帯を強化して資本に

立ち向かおうじゃないか…。」というような

内容だったと自分なりに解釈している。 

ワークショップで衝撃を受けた、韓国の

ヨンサン電気労働者の工場占拠闘争のド

キュメンタリー映画は、「資本との対決」そ

のものだった。政府と企業がグルになって

労働者を虫けらのように扱う様は、権力を

翳した殺人者だ。ヨンサン電気の労働者

は、「大量解雇は大量殺人である」と訴え

た。このような人間の尊厳をまもる労働者

の闘いは、韓国のだけのものではない。

国境を越えた連帯の輪を強化して資本に

立ち向かうためには、今後どのような戦略

が必要か?という議論をするには時間がな

くて残念。次回の大会に期待したいと思う。

それにしても、大会を支えていたスタッフ

の 74 歳のダイアンさんやウェンディさん・

Amy さんのように自動車産業を定年退職

し活動を続けている女性のパワーはすご

い!! 

 

 

レイバー・ノーツの報告集会と 8 月に東京で開

かれる集会や分科会の内容が冊子にまとめられ

て販売される予定です。
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館長雇止め・バックラッシュ裁判 

つながれっとＮＡＧＯＹＡで勝訴報告会 

 

 

“つながれっとまつり“でのワークショップとし

て開催します。 

日時）6 月 26 日（土）12:45 分～15:00   

会場）つながれっと NAGOYA 

特別セミナールールームＡ 

講師）宮地光子弁護士 

資料代）300 円    

連絡先）052-831-1666 吉川 

主催）ファイトバックの会＠名古屋・ＷＷ 

 

 

「館長雇止め・バックラッシュ裁判」は控訴

審判決（今年３月３０日）で、一審判決を変

更し、逆転勝訴を勝ち取りました。が、「全面

勝訴」ではありません。公募で選ばれ、誠実

に業務をこなしてきた非常勤館長への「雇

止め」の違法性は認められませんでした。 

 

判決の日、私と畔柳みつ子さんの二人で

傍聴に行きましたが、傍聴券取得の列に並

ぶ時間的ゆとりがなく、法廷で判決を聞くこ

とはできませんでした。法廷前の廊下で、他

の支援者らとともに、判決を待ちました。開

廷時間を迎えて後、“えっ、もう終わったの

“と感じるタイミングで法廷から出てきた支援

者たちは、口々に「勝訴！勝訴！」とその一

言だけを発していました。「やったー！」とい

う、安堵と喜びの中、記者会見を終えた三

井さんと弁護団が弁護士会館での交流集会

に顔をそろえ、参加者からの喜びのメッセー

ジと、判決の解説と、質疑応答とが同時進

行で行われました。この中でも、雇止めの違

法性が認められなかったことへの悔しさと不

満と疑問が出されました。しかしながら、そ

れ以上に、「雇止め」にいたる、公募で選ば

れた館長というれっきとした肩書きと実績を

持つ大の大人の女性である三井さんに対す

る、侮蔑的とも言える豊中市と財団の不当

な行為の数々を、ていねいに救い上げた判

決文への感動の方が圧倒的に大きかった、

と言えます。 

この日、弁護団のお一人は「これ以上の

判決はない」とも口にされました。行政を相

手の裁判がいかに困難なものであるか、を

語られ、その中でのこの判決を高く評価され

たのです。 

その後、この裁判の支援組織である“ファ

イトバックの会”は、豊中市と財団に、上告

断念を呼びかける運動を展開しました。私も

数日後に、メールとハガキで両被告へ呼び

かけました。「判決を真摯に受け止め、良識

ある決断をされますように」と。しかしながら、

後で知れば、この時すでに豊中市は上告へ

の手続きに入っていたとか。 

こちらが負けてもおそらく上告していたで

あろうと同様に、豊中市も判決以前に決め

ていたのかもしれません。即日上告であっ

たと思われます。 

この高裁判決を何としてでも、確定させね

ばなりません。最高裁で確定すれば、その

後は判例として、残り、「人格権」の確立に

寄与するはずです。また、全国的にみられ

る地方自治体の、バックラッシュ勢力に屈服

した卑屈な行動にも一定の歯止めとなりまし

ょう。高裁判決はそんな「判決」でした。 

判決文から、すこしご紹介したいと思いま

す。 

まずは、 

主文 

１、原判決を次の通り変更する。 

２、被控訴人ら（豊中市と財団）は各自、

控訴人（三井マリ子さん）に対し、１５０

万円及びこれに対する平成１６年２月

２ ５ 日 か ら 支 払 済 み ま          

で年５分の割合による金銭を支払え。

（ 金 額 は 少 な い が明確 に 違法         

性を認め、金銭での賠償を命じた点

は高く評価できる。）以下略。 
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“事実及び理由”の項目で、「控訴人は、

東京都議会議員や大学の教員を勤め、男

女平等社会の実現に関する著作も多数に

のぼる全国的に知名度の高い女性である

が……」と表現し、この事件が単なる一女性

への攻撃にとどまるものではなく、男女平等

概念への攻撃事件であることを示唆してい

る。 

 

“当裁判所の判断”の項目で、増木重夫

（後に別の脅迫事件で逮捕）、「教育再生・

地方議員百人と市民の会」、「豊中教育改

革市民会議」、北川議員（後に落選）、「日本

会議」などの固有名詞をあげて、“すてっぷ”

の活動への具体的な攻撃への動きをつぶさ

に認定し、この裁判が「バックラッシュ裁判」

であることを正面から受け止めている点は、

高く高く評価できる。 

こうした攻撃は豊中市内だけに留まらず、

三井さんが「男女平等オンブット」を務める

福井県武生市にも及び、北川議員所属の

「新政とよなか」の市議会議員が「武生にも

三井マリ子が行っているやろ。あれはやめさ

せなければいかん」と話したことも、その後、

武生市が三井さんのオンブットとしての再任

を拒否した事実をも認定している。 

  

判決文の34ページ、「結局のところ、被控

訴人財団における男女共同参画推進の象

徴的存在であり、その政策の遂行に顕著な

成果を上げていた控訴人を被控訴人財団

から排除するのと引き換えに条例の議決を

容認するとの合意を、北川議員らの勢力と

交わすに至っていたものとの疑いは完全に

消し去ることはできない。」とし、男女共同参

画条例を議会通過させることと引き換えに、

三井排除が豊中市によって画策されたこと

を事実上認めている！自らが公募で選抜し

た人材を、よりによってバックラッシュへの供

え物として供するとは、何という転倒した“男

女共同参画政策”でしょう。状況証拠から、

この密約とも言える裏取引を事実上認定し

ている点も、実に公正に判断がなされた、と

感動するものでした。 

 

さらに 36 ページ、「職域内のローテーショ

ンで配置された職員や従業員とは異なり、

特定の職に就くものとして応募採用され、就

任後は、専門的知見や経験、知名度そして

内外の人脈を生かして幅広く質の高い初代

の館長職をこなしてきた控訴人として、“す

てっぷ“の組織のあり方、次期館長候補者

（自己を含む）について、情報を得て、協議

に積極的に加わり自らの意見を伝えること

は、現館長職にある立場にあってみれば当

然にあるべき職務内容として与えられるべ

きであるか取るべき態様ないし行動であっ

て、これをないがしろにし、さらには控訴人

の意向を曲解して行動する被控訴人らの担

当者の動きがあった場合には、控訴人の人

格権を侵害するものといわなければならな

い。」とし、財団事務局長および豊中市の人

権文化部長らの行為は「現館長職の地位に

ある控訴人の人格を侮辱したものというべき

であって、控訴人の人格的利益を侵害する

ものとして、不法行為を構成するものという

べきである。」と、断定している。 

実に明快な判決である。裁判所（司法）が

『なめた扱いをするんじゃない！』と、行政を

ど叱った！と言えると思います。 

 

さて、最大の問題点である「雇止め」につ

いて、判決は 31 ページで述べている。 

「被控訴人市の特別職の職員（地方公務

員法 3 条 3 項 3 号参照）の任免についての

法理が準用されると解するのが相当である。

したがって、“すてっぷ”館長としての控訴人

の雇用について、期限を定めたからといって、

これを違法ということはできず、また、雇用

期間経過後の更新についても解雇の法理

は適用されないから、期限付き雇用が数回

更新されても期限付きでない雇用に転化す
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るものではなく、信義則更新の権利義務が

生じることもなく、更新拒絶（雇止め）につい

ては原則として雇用者の自由であり、特段

の合理的理由を必要とするものでもないと

いうべきである。」と述べている。 

 

これらの言い回しは素人には理解しがた

いものがあり、労働局の相談課というところ

に「地方公務員法 3 条 3 項 3 号に書いてあ

ることを教えて下さい。」と電話してみた。 

ここに書かれていることは、地方公務員を

一般職と特別職に分けること、特別職とは、

臨時又は非常勤の顧問などをいう、と教え

てもらった。また、地方公務員法58条3項に

は、一般職には労基法の一部適用がない

（例としてスト権がないことなど）ことが書か

れている、とも教わる。逆にいうと、特別職

には労基法、労働契約法、パート労働法な

どの労働法一般が適用される、と説明を受

ける。とすると、この判決文の「解雇の法理」

が適用されない、との一文が理解できない。

このあたりは労働法のプロフェッショナルで

ある、宮地光子弁護士にぜひ解説していた

だきたい、と思います。 

常勤館長への不採用についても、判決文

の意味するところはわかりづらい。 

宮地弁護士は判決後、「この判決の意義

と問題点について」の解説文を公表され、現

在、ファイトバックの会のホームページにも

掲載されています。ぜひ、ご一読をお願いし

ます。 

 

高裁での事実認定は最高裁にいってもく

つがえらない、とも聞きます。だといいので

すが……。4月2４日、東京で行われた「勝ち

抜く集会」で、弁護団の紀藤正樹弁護士は

「相手もメンツをかけて必死でやってくるだろ

うから油断は禁物」というような意味合いの

ことを述べられたとか。あとひと踏ん張り！

最後まで気を抜くことなく、できる最大のこと

を！と思っています。でなければ、ここまで

かけた労力とお金と心労が報われない。こ

の高裁判決を握り締め、次のステップへと、

飛翔したい。 

皆様、6月 26 日はぜひ、つながれっとＮＡ

ＧＯＹＡにおいで下さい。宮地光子弁護士の

解 説 を と っ く り と お 聞 き く だ さ い 。                       

（岡田 記） 
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  しばらくぶりの会員紹介コーナーです。今回は事務局勢ぞろいです。 

 

 

 

 

 

伊藤汎美 
 
 
  
                                          岡田夫佐子 
 
 
 
奥田祐子  

 

 

 

       畔柳みつ子 
 

  
 

 

 

 

 

 

 

高野史枝 
 

 

富田孝子 
 

内藤菊江  
 

 

 

 

坂 喜代子 
 

 

三輪克子 
 

１０年間、児童相談所に勤務し、その

後 DV 被害者支援などの仕事をして

います。女性が差別なく生き生きと働

き続けられるように――というWWの

目的を追求し続けたいと思っています 

環境問題と女性問題がどこで結

びつくのかは、私のずうっと考え

ているテーマ。いろんな場面でこ

れからも考えていきたい。 

女性が自立には経済的自立が欠

かせないと、働き続けてきました

が、最近ベーシックインカムを知

り、長年抱き続けてきた女性の自

立＝経済的自立という理念が揺

らぎ始めています 

ライターの仕事も 20年を超えまし
た。いつまでやる（やれる）のかな
ァ。 

定年のないのがいいような悪いよ

うな・・・・ 

トンネルを抜けると、そこに闘う

女、三井マリ子がいた。彼女を支

え、彼女にきたえられる岡田 夫

佐子です 

家庭菜園で作った作物を食べて７キロも太って
しまいました。WW の事務局は世の中を知る刺
激がもらえて、時々はおいしい物を食べれてた
めになります。無呼吸症候群のため会議は眠く
なるので出れませんがよろしくお願いします 

 

昨年仕事を辞め、自分にとっての“楽しい”を探し続けています。楽しい＝楽（ら

く）ではないという点も、また活動のエネルギー源になっていたりして・・・・・ 

仕事を辞めて４年が過ぎました。辞め

てみて、仕事以外に仲間との繋がりが

あって、ほんとうによかったと実感する

このごろです。 皆さんもリタイア後は

是非ＷＷ事務局に来てください。 
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3月 13日(土)11時～13時半の間，栄にある三越百貨店前で「女性と政治キャンペーン」を実施した。

参加者は岩本美砂子，岡田夫佐子，野々垣真美，坂喜代子，山盛さちえ，吉川冨士子，神永＋2 名

の総勢9人。「政治を変えよう女性を議会へ」という横断幕を掲げ，「女性がつなぐ暮らしと政治」という幟を

立て，交替でマイクを握って街頭演説し，道行く人にキャンペーンの主旨や愛知の女性議員の現状を書い

たチラシを配布した。 

当初 2 時間の予定を延ばしたのは，「選択的」をあえて省く「夫婦別姓反対」「外国人参政権反対」の

幟を掲げた団体が同じ場所にやってきたから。ズッと頑張ろうかとも思ったが，私たちが同一視される誤解を

避けるため，延長 30 分で切り上げた。 

「女性と政治キャンペーン」は 1999 年から 4 年毎，統一地方選の年に全国一斉で展開されている。当

初からの呼びかけ団体は「全国フェミニスト議員連盟」。初回は仔細の分らぬまま応じて「クオータ制の実現

をめざす会」デビューの場とした。 

女性と政治キャンペーンは，欧州の「女のゼネスト」に習い，雛祭り(3 日)や国際女性デイ(8 日)のある 3

月を主に実施される。特定の政党や候補者を応援するものではなく，女性議員の少なさ，それによる弊害

を訴えて女性議員を増やそうとアピールする場である。全国一斉は 4 年毎だが，継続して毎年する団体も

少なくない。 

名古屋では岩本さんや吉川さんらが呼びかけて 2003 年 2007 年に実施し今回が 3 回目(今年は国際

女性デイ 100 周年！)だ。 

2003 年には「NPO 法人女性連帯基金(残念ながら既に解散)」から 50 万円の助成金が出たので，各

地に貸し出せるように濃桃色に黒で「女性と政治キャンペーン」と染めた横断幕や幟を作った(議会に女性

を送る会などが管理)。 

2007年にはホームページ(NPO法人フィフティネットが管理)を制作した。2003年頃から激しくなったバック

ラッシュの動きに対応するためにも女性なら誰でもよいというのではなくて，ジェンダーに敏感な視点を持ち，

改善意欲のある女性議員をと訴えている。詳しくはサイト(「女性と政治」で検索すると一番に出てくる)で御

覧ください。 

2011 年は 4 回目の全国一斉の年であり，これから呼びかけていくことになる。女性の貧困が男性にも広

がって社会問題となり，政権交替があり，夏には参議院選挙もある。政治への関心が増している今だから

こそ，女性議員の必要性が認識される機運を全国で盛り上げていきたい。 

 

「女性と政治キャンペーン2010愛知」は準備が2月になり，12人の呼びかけ人で発足した。現在，呼び

かけ人は 5 人増の 17 人。来年の本番までにはチラシ片面が呼びかけ人・賛同者で一杯になる様にした

い。 

拙文を御覧になった皆さま，ご賛同を宜しくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性と政治キャンペーン 2010 愛知  神永 れい子 
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  女の映画評 

『女性監督の戦争』―ハート・ロッカー― 

                 高野史枝 

 

 

● 戦争映画も変化する 

自慢するわけではないが、私は戦争映画にはちょっとばかりウルサイです。『明治天皇と日露大戦争』

（1957／渡辺邦男監督）を父親の膝で観た…というのは、まあ、「自作神話」だが（明治天皇に扮した嵐

寛寿郎のヒゲは覚えてる）その後は邦画なら『人間の条件』（59～61／小林正樹）『独立愚連隊』（59／

岡本喜八）など秀作は見逃さず、第 2次世界大戦ものも欧米系なら『大脱走』（63／ジョン・スタージェス）

から『父親たちの星条旗』（06／クリント・イーストウッド）までそれなりに。そしてベトナム戦争ものに限っていう

なら「ハイハイハイ、みてます全部！」。『ディア・ハンター』（78／マイケル・チミノ）を皮切りに、当然『プラトー

ン』（86／オリバー・ストーン）『フルメタル・ジャケット』（87／スタンリー・キューブリック）、多分最後のベトナム

戦争もの『ワンス・アンド・フォーエバー』（02／ランダル・ウォレス）等々リチギに追っかけ、勢い余ってベトナム

にまで出かけてクチの地下壕や、ホーチミンの旧アメリカ大使館まで見学して来たのはご愛嬌。（ちょっと自慢

してますね…スミマセン）そんな経験から「戦争映画って、だいたいこういうもの」と考えていた私の常識をひっく

り返してくれたのが『ハート・ロッカー』（08／キャスリン・ビグロー）だ。 

 

● 「殺す」のではなく「壊す」 

 2004年のイラク。任務明けまであと38日の駐留米軍ブラボー中隊は、爆弾処理の任務中に爆死した班

長の替りに、ウィリアム・ジェームス 2 等軍曹（ジェレミー・レナー）を迎える。彼は爆弾処理のどんな任務も恐

れず、死と隣あわせの作業を落ち着き払ってこなす。あまりにも無謀な彼の行動に、同僚のサンボーン軍曹

（アンソニー・マッキー）や若いエルドリッジ技術兵（ブライアン・ジェラティ）は不安を感じる。だが今までに 873

個の爆弾を処理したという彼の能力や戦闘時の猛者ぶりを見て、次第に信頼を深める。ある日、個人的

な怒りのため敵を深追いしたジェームスのため、エルドリッジ技術兵は重症を負ってしまった… 

 戦争映画において、その恐ろしさを訴えるにも虚しさを伝えるにも、基本として描かれるのは兵士（または

非戦闘員）の死だ。様々な死に方を描くのが戦争映画のキモだといってもいい。しかし『ハート・ロッカー』で、

キャスリン・ビグロー監督が描いたのは、「心の死」だった。 

誰だって爆弾を見たら本能的に逃げる。しかしいつ爆発するか分からない爆弾にワザワザ近づき、処理する

のが自分の任務ならばどうする？そんな時人間は強引にでも「こんなの全然ヘーキ。むしろ楽しいし」と自分

自身を騙すのではないだろうか。そんな無理を続けるうち心はどんどん壊れていく。そしてついには「恐怖こそ

人生の充実・快楽」とさえ感じるようになっていく。戦争は普通の人を「平和な社会では通用しない戦争仕

様の人間」に変えてしまうのだ。主人公ジェームス軍曹がまさにそれ。彼は爆弾処理作業のまっ最中に防

御服を脱ぎ捨てたり、爆弾の破片をコレクションして同僚をドン引きさせる。もっとも哀切なシーンは、意外な

ことに戦闘場面ではなく、彼が戦地から戻り妻子とスーパーマーケットへ行くところ。様々なシリアルの箱が並

んだ棚の前で、彼はその中から 1 種類を選ぶことができない。戦地では決断力に満ち全てにためらいのない

彼が、日常では無力な姿をさらけだす。棚の前で呆然とする彼に「自分はもはや壊れた人間として、戦場

でしか生きていけないのだろうか」という恐れと悲しみの混じった表情が浮かぶ。 

 



 

                               2 

戦争は兵士を殺す。しかしもっと残酷な壊し方もする。国は戦争で死んだ兵士は悼んでも、心が壊れて社

会に適応できず、苦しむ元兵士には知らん顔。ビグロー監督は、戦争の罪深さに新しい視点を与えたとい

えるだろう。 

 

● タフでなければ生られない 

キャスリン・ビグロー監督が、アカデミー賞監督賞を受けたことで「やっぱりアメリカは女性が活躍できる国な

のね」と思うのは早い。アメリカは「自己責任」というモットモらしいコトバの陰に隠れた弱肉強食社会、映画

界だってご同様で「女性だって監督やりたきゃどうぞ。勝手に登って来れば」と言いつつ、ホントにやって来たら

蹴落とそうと待っている。 

ほんの 20～30 年前まで映画監督は男性限定の職業だった。映画監督は体力が要り、大勢の人間を強

引にでも率いていかなければならないハードな仕事。女性には不利だ。中でも女性監督の高い壁は資金

を集める能力だろう。映画に投資できるお金持は、たいてい保守的な高齢男性で「女の監督に？まさか」と

苦笑するような連中だ。映画界だって、監督という少ないパイを女性に分ける気なし。『愛のイエントル』

（83）『サウス・キャロライナ』（91）という優れた作品を作りながら、アカデミー賞監督賞を阻まれた「バーブラ・

ストライサンドの悲劇」を目の当たりにしたビグロー監督は、きっとそれを教訓にしたはずだ。「女性監督が女

性を主人公にした女性問題の映画を作ったら永久に賞は獲れない」と。そこで彼女が企画したのが、そこか

ら 180 度転換した「女が描く戦争映画」の『Ｋ―19』（02）だった。放射能漏れを起こした潜水艦の悲劇を

描いたこの作品は、戦友のために自分を犠牲にするという英雄物語。よくよく見れば「結局犠牲はいつも下

っ端兵士」という怒りが伝わるのだけれど、一見は「戦地でこんなに苦労している兵隊さん、ありがとう」という

「正統派戦争映画」で、「構造が『ハート・ロッカー』に似ている。これなら軍人好きオトッツァン出資者も「女

にしちゃ兵隊の苦労がよくわかっとる」と財布の紐を緩めてくれるだろうし、アカデミー賞の審査員も「女がよく

ここまで」と、逆に点が甘くなる。 

様々な決定権の多くは男性が持つアメリカ社会で、その力の作用を読みきってしたたかに映画作りをし、も

っと以前にバーブラ・ストレイサンドに与えられてもよかったアカデミー監督賞をもぎ取った、タフな彼女を讃え

たい。 

 アカデミー賞授賞式のキャスリン・ビグロー監督は、女優並みの美貌で微笑んでいた。しかしノースリーブの

ドレスからにゅっと突き出た腕はたくましく太く、明らかに撮影現場で鍛え抜かれたとおぼしい筋肉が盛り上が

っていた。太腕があんなにカッコよく見えたのは初めてだった。 
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資料室 
ご意見・資料コピー請求は下記（川澄）までどうぞ。 

tel､fax：052-681-6727 mail：nenn_ne@qc.commufa.jp  

 

女たちの元気流 [おんな労働組合(関西)] 

               220,221,222 号 

・国鉄臨職 和田闘争支社前ﾋﾞﾗ、国鉄闘争

政治解決に兆し！ 

･村上学園・団交  ‘10 年度契約更新 コマ

数回復を確認…学生が激減しているなか、な

んとか２コマを回復。 

・日本軍「慰安婦」問題にむきあい考えあう堺

のつどい 2月 14日…韓国「ナヌムの家」から歴

史館研究員の村山一兵さんがやってきてハナ

シをきく。 

･おひとりさまのプチ入院体験記 1,2,3…１人

暮らしで急に腹痛。虫垂炎の手術をうけるハメ

に。「必要なものは届けるから連絡してね」の同

僚からのメールにうるうる。上司のお見舞より何

倍もうれしかった・・・云々。 

・ピースボード異次元の旅 最終回…振り返っ

てみればＰＢは掛け値なしですごい旅でした。

年中どこかの海をＰＢが 1000 人近い人々を

「平和交流の旅」におくりだしている国は日本だ

け、云々。 

・『激増する官製ﾜｰｷﾝｸﾞﾌﾟｱ』－「法のはざ間」

で拡大…労働法から置き去りにされている公

務職場の非正規問題。ＩＬＯからも公務員を労

働者として位置付ける法制にするよう日本政

府は勧告されているが、進まない。公契約条

例（公が業務委託した場合労働条件を適正

にするよう義務付ける条例）を広めることが重

要。 

 VOICE OF WOMEN 

[日本女性学研究会] ＮＯ３０９，３１０、３１１  

･ﾘﾚｰｴｯｾｲ夫婦別姓民法改正は、一体いつ！？

…連立を組んでいる限り絶対に成立しない？票に

も金にもならない!! 

･地域のお仕事～管理組合理事をちょっとだけ担

当して～…専業主婦がデフォルトの団地ではタダ

労働力をあてにした役割分担が多い。管理費など

は安いのだがハテ、どうなのだろうか。 

･「産む性」かどうかは産む気になったら考える－「ヤ

ン・リーピンのシャングリラ」を観て 

･４月例会報告 関係性とﾌｪﾆﾐｽﾞﾑ 性解放とﾌｪﾆ

ﾐｽﾞﾑ…女性が連帯しようとしても、各人により正当

性が異なるという場面が増えている、討論してみる

と・・・ 

あごら札幌    ２８７号 

･本と暮らす Ⅱ 西遊記 

･また、旅人、始めます…ばね指の労災が認定され

リタイアが決まる。すぐに沖縄へ、名護市長選応

援、辺野古の座り込み、と 3度目の 20歳を満喫。 

･「もてぷよ」ってどうなの？…女性誌「STORY」の

編集長の造語。太めだけど卑屈にならずにいろん

なことしようよ、っていう応援の言葉じゃなくて、恥ず

かしいとおもってなきゃだめだよ、っていう言葉なのだ

そうだ。 

･過去トラブルと猫育て…転居のたびにトラブルにみ

まわれた経験談。 

mailto:nenn_ne@m5.dion.ne.jp
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それゆけ女たち  nｏ192,193,194 

[ｾｸｼｭｱﾙﾊﾗｽﾒﾝﾄと斗う労働組合ぱあぷる] 

･２月ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ勝間和代著「結局、女はキレイが

勝ち。」を読む…「健康･健全な心身」をもって以

前よりキレイに３０番をめざし努力するー居酒屋の

雑談以上にならない本です、とのこと。 

･とほほの役立たず日記 その 3,4 ｽﾃﾚｵﾀｲﾌﾟ…

日本人とわかると、スシ、緑茶、ﾏﾀﾞﾑ･ﾊﾞﾀﾌﾗｲの話

題になり、蝶々夫人は幻想だと説明しても納得し

ない。ｶﾀﾛｸﾞﾜｲﾌと間違えられ「男性支配になぜ黙

っているのか」と何度も聞かれる。抗弁したいがおの

れの英語力不足にとほほ。 

・ｽｰﾋﾞｯｸﾚｲﾌﾟ裁判 その後…2 年ほど前ﾌｨﾘｯﾋﾟﾝ

史上初めて米兵を告発した被害女性が、その後

供述を微妙に変え、終身刑が2009年４月米兵は

逆転無罪に。支援者、左派系、比米政府などか

らの、複雑な被害者ﾊﾟｯｼﾝｸﾞの葛藤からのがれ、ﾌ

ｨﾘｯﾋﾟﾝからも脱出し、米で仕事をする 

彼女に生きる力を感じます。 

･注目！「女性と貧困」をﾚﾎﾟｰﾄします・・・東大社

研の大沢真理さんの講演。強固な「男性稼ぎ主」

型を維持してきた結果、ﾄｯﾌﾟｸﾗｽの貧困率、所得

不平等、自殺率（日本女性は世界３位）、最低

の出生率という社会をもたらした日本。解決には

女性の賃金を上げ、累進課税を回復し、逆進的

社会保険料などを検討すべき、とのこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明日来    22 巻５、６号 

・学校の祭政 …７枚の指導案を「枚数

おおすぎー」といわれる。「昔は５０枚く

らいかいたけどなあ」といえば「そんな

に書いて、疲れませんか？」と若い子に

いわれる。嗚呼・・・ 

･ときちゃんののんべえ日記…地球温暖化の原

因はＣＯ２か？ ＣＯ２排出権の話し合いは要

するにﾋﾞｼﾞﾈｽ。地球を冷やすには緑と水であ

る、云々。 

ファイトバック    Ｎｏ．１３ 

・3 月 30 日に大阪高裁から逆転勝訴判決

…ここまで書いて控訴の情報が。 

･「画期的な判決：その特徴」宮地光子弁護

士…行政が不当な圧力に屈したと認定、三

井さんの排除を認定、三井さんへの人権侵害

と不法行為を認定、は評価できる。問題点は

雇い止めは違法でない、採用拒否は違法で

ないとしたこと、慰謝料・弁護士費用が低額で

あること。 

･最高裁にむけてカンパお願いします。 

郵便振替 00910-0-137307  

ファイトバックの会 

雁道おかみさん会通信  ＮＯ．１３ 

･ １００円商店街・・・年金受給日にお買い

得品１００円の商品販売。商店街のにぎわい

と、雁ぶら（雁みちをぶらぶら歩く）が楽しくなる

まちづくりをめざしています。 
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               INFORMATION・情報・じょうほう 

 

【フェミニストサポートセンター東海】 

講演会 

講師 

日時 

場所 

問合せ 

「暴力ってなんだろう」 

橋本智子さん（弁護士） 共著「Q＆A モラルハラスメント」（明石書店） 

６月５日(日) １３：３０～１５：００  

つながれっと NAGOYA 先着７０名 資料代：1000 円 要申し込み 

フェミニストサポートセンター東海 TEL：052(979)0350 noan@viola.ocn.ne.jp 

 
【愛知淑徳大学 ジェンダー・女性学研究所 連続講座】 

講座 

講師 

日時 

 

 

場所 

問合 

「装う / 奏でる / 話す  ジェンダーを演じる」      時間は各回１３：３０～１５：００ 

第１回 ６月５日（土） 「かわいいメンズ」の時代？ 古賀 令子さん（文化女子大） 

第２回 ６月１２日（土）ﾛｯｸとｼﾞｪﾝﾀﾞｰ―逸脱する性をめぐって―井上貴子さん（大東文化大） 

第３回 ６月１９日（土） おネエキャラのことば―J-TVにおけるｼﾞｪﾝﾀﾞｰ／ｾｸｼｬﾘﾃｨ 

                                    クレア マリィさん（津田塾大） 

愛知淑徳大学星が丘キャンパス４号館２階４２E 教室 参加費：無料 

Tel: 0561-62-4111 内線 2498  Fax: 0561-63-9308 E-Mail: igws@asu.aasa.ac.jp 

 

【名古屋市女性会館】 

公開講座 

講師 

日時 

場所 

 

前期講座 

講師 

 

 

 

場所 

問合 

いまを読み解く「女性と政治 -どうなっている?女性の政治参画の実際-」 

岩本美砂子さん（三重大学教授） 

６月１２日(土) １０：００～１２：００  

＠女性会館視聴覚室 定員：先着 100 名 参加費：無料 （託児有要申し込み） 

*******************  *******************  ******************* 

世界の女性たちは今～社会的性別（ジェンダー）とわたし～ 各回時間：10：00～12：00 

第一回：７月９日 フランス/松本 伊瑳子さん（名古屋大） 

第二回：７月１４日 韓国/山根真理さん（愛教大） 

第三回：７月２１日 イスラム/服部美奈さん（名古屋大） 

第四回：８月４日 グローバル化/羽後静子さん（中部大） 

＠女性会館第一研修室 定員 30名 受講料 1200 円 要申し込み 

名古屋市女性会館 Tel：052-331-5288 

 

【山川菊枝生誕 120 年記念事業】 

学習会 

講師 

日時 

場所 

主催 

問合 

「欧米のフェミニズムと山川菊枝」 
水田珠枝さん（名古屋経済大名誉教授）、吉田啓子さん（名古屋経済大）  

６月２０日（日）１３：３０～１６：３０ 

名古屋都市センター（金山） 特別会議室 

山川菊枝記念会 共催･東海ジェンダー研究所 

TELFAX 0466-26-6135／y.kikue@shonanfujisawa.com 

  

情報をお寄せください  
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